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日本郵政グループ 第1四半期決算の概要

日本郵政グループ
（連結） 日本郵便 ゆうちょ銀行 かんぽ生命保険

経常収益 34,465 7,014 4,827 24,731

前年同期
(14/6)比

△ 1,146 ＋ 271 △ 261 △ 1,195

（△ 3.2%） （＋ 4.0%） （△ 5.1%） （△ 4.6%）

経常利益 2,427 126 1,138 1,076

前年同期
(14/6)比

△ 293 ＋ 45 △ 142 △ 231

（△ 10.8%） （＋ 56.9%） （△ 11.1%） （△ 17.7%）

四半期純利益 1,426 312 792 232

前年同期
(14/6)比

＋ 21 ＋ 111 △ 67 △ 20

（＋ 1.6%） （＋ 55.2%） （△ 7.8%） （△ 8.3%）

経常利益 8,600 － 4,600 3,500

当期純利益 3,700 － 3,200 840

通期見通し（2016年3月期）

（億円）
2016年3月期 第1四半期決算 経営成績

1

注1： 日本郵政グループ（連結）の「四半期純利益」及び通期見通しの「当期純利益」並びにかんぽ生命保険の通期見通しの「当期純利益」は、「親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益」を記載。
注2： 億円未満の決算数値は切捨て。また、連結合計値と、単体計数の合算値とは、他の連結処理があるため一致しない。
注3： 本資料は、一般公衆への情報提供を目的とするものであり、当社又はその子会社の株式その他の有価証券の勧誘を構成するものではありません。また、本資料に記載されている通期見通し

については、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い、予想と異なる可能性があることにご留意ください。
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グループ会社一覧

子会社 関連会社（社数）

連結対象 非連結

親会社 1 1 －

子会社 293 291 2

関連会社 24 24 －

合計 318 316 2

金融窓口事業
郵便局物販サービス 他10社

日本郵政スタッフ
JPツーウェイコンタクト

ゆうせいチャレンジド
JPホテルサービス
日本郵政インフォメーションテクノロジ－

郵便･物流事業
日本郵便輸送 他7社

SDPセンター
日本ATMビジネスサービス

かんぽ
システムソリューションズ

2

関係図 連結会社数

（BSのみ連結）
Toll  Holdings Limited
他284社

子会社 関連会社（社数）

連結対象 非連結

Toll Holdings
Limited 1 1 －

子会社 265 265 －

関連会社 19 19 －

合計 285 285 －

《Toll グループのみ》
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グループ会社一覧（2）

No 属性 会社名
資本金
（百万円）

事業の内容
議決権

所有割合（%） 備考

1

連結子会社

日本郵便㈱ 400,000 郵便・物流事業、金融窓口事業 100.0
2 ㈱ゆうちょ銀行 3,500,000 銀行業 100.0
3 ㈱かんぽ生命保険 500,000 生命保険業 100.0
4 日本郵政スタッフ㈱ 640 人材派遣業、請負業 100.0
5 ゆうせいチャレンジド㈱ 5 ビル清掃業 100.0
6 JPホテルサービス㈱ 39 ホテルの運営受託 100.0
7 日本郵政インフォメーションテクノロジー㈱ 3,150 通信ネットワークの維持・管理 100.0
8 ㈱郵便局物販サービス 100 カタログ商品受発注代行業 100.0
9 JPビルマネジメント㈱ 150 建物の運営管理 100.0

10 ㈱JPロジサービス 34 郵便物の作成及び差出 67.6
11 JPビズメール㈱ 100 郵便物の作成及び差出 58.5
12 ㈱JPメディアダイレクト 300 メールメディア開発事業 51.0
13 JPサンキュウグローバルロジスティクス㈱ 300 貨物利用運送事業 60.0
14 日本郵便輸送㈱ 18,250 貨物自動車運送事業 100.0
15 郵便（中国）国際物流有限公司 801 国際貨物運輸代理業務 100.0
16 日本郵便デリバリー㈱ 400 ゆうパックの集配業務 100.0
17 日本郵便ファイナンス㈱ 400 ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ決済ｻｰﾋﾞｽ、収納代行業 85.1
18 ㈱JP三越マーチャンダイジング 50 通信販売業、卸売業等 60.0
19 ＪＰコミュニケーションズ㈱ 350 広告媒体販売に関する業務等 100.0
20 日本郵便オフィスサポート㈱ 180 物品販売業務等 84.9
21 ㈱ゆうゆうギフト 20 カタログによる贈答品等の通信販売 51.0
22 JP東京特選会㈱ 30 カタログ販売事業、通信販売事業等 51.0
23 JP損保サービス㈱ 20 損害保険代理業 70.0 当第1四半期から連結

24 Toll  Holdings  Limited（Toll ｸﾞﾙｰﾌﾟ連結） 279,134 
(2,978百万豪ドル)

総合物流事業 100.0 当第1四半期から連結

25 かんぽシステムソリューションズ㈱ 60 情報システム関連事業 100.0
26 JPツーウェイコンタクト㈱ 182 テレマーケティングサービス 82.8 当第1四半期から連結
1

持分法適用
関連会社

SDPセンター㈱ 2,000 住宅ローン等の事務代行業 45.0
2 日本ATMビジネスサービス㈱ 100 ATM運行業務 35.0
3 ㈱ジェイエイフーズおおいた 493 果実・野菜農産物の加工及び販売等 20.0
4 リンベル㈱ 354 カタログギフトの企画・製作・販売等 20.0
5 セゾン投信㈱ 1,260 第Ⅱ種金融商品取引業務及び投資運用業等 40.0

2015年6月末現在

3



グループ各社 決算の概要
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日本郵政（持株会社・単体）第1四半期決算の概要

当第1四半期の経営成績 概要

（億円）

営業利益は前年同期比894億円増の2,141億円

• コーポレート関連損益は、貯金旧勘定交付金が減少したも

のの、関係会社受取配当金の増加等により、前年同期比

879億円増の2,163億円

• 受託業務損益は、施設業務の収益増加等により、前年同

期比9億円改善の△3億円の赤字

• 医業損益（病院事業）は、当期首に不採算の3逓信病院を
売却したこと等により、前年同期比3億円改善の△12億円
の赤字

• 宿泊事業損益は、前年度に不採算のかんぽの宿7ヶ所を
廃止したこと等により、 前年同期比2億円改善の△6億円
の赤字

当第1四半期の経常利益は、営業利益2,141億円に、営業外
損益の計上を加え、前年同期比895億円増の2,147億円

最終利益は、経常利益に連結納税による法人税の戻りの影響

（50億円）等の要因が加わり、前年同期比871億円増の2,163
億円

2016/3期
第1四半期

2015/3期
第1四半期 増減

営業利益 2,141 1,246 ＋ 894

コーポレート関連損益 ＋ 2,163 ＋ 1,284 ＋ 879

関係会社受取配当金 2,092 1,195 ＋ 897

貯金旧勘定交付金 24 56 △ 31

管理費 13 4 ＋ 9

事業損益

受託業務損益 △ 3 △ 13 ＋ 9

医業損益 △ 12 △ 15 ＋ 3

宿泊事業損益 △ 6 △ 8 ＋ 2

経常利益 2,147 1,251 ＋ 895

四半期純利益 2,163 1,292 ＋ 871

（再掲）

経常収益 2,342 1,535 ＋ 807
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日本郵便 第1四半期決算の概要

当第1四半期の経営成績 概要

2016/3期
第1四半期

2015/3期
第1四半期 増減

営業収益 6,952 6,692 ＋ 260

営業費用 6,867 6,642 ＋ 224

人件費 5,093 4,986 ＋ 106

営業損益 85 50 ＋ 35

郵便・物流事業 △ 77 △ 88 ＋ 11

金融窓口事業 166 139 ＋ 26

経常利益 126 80 ＋ 45

四半期純利益 312 201 ＋ 111

経常収益 7,014 6,742 ＋ 271

（億円）

営業収益は、ゆうパックやＥＭＳなどの取扱物数増による郵便業務

等収益の増加に加え、貯金残高の増加等による金融受託業務の

手数料収入の増加、提携金融サービスの拡充、不動産事業の推

進などにより、前年同期比260億円増の6,952億円。

営業費用は、ゆうパックやＥＭＳなどの取扱物数増による人件費や

国際運送料等の集配運送委託費の増加に加え、人件費単価の上

昇等のコスト増加要因があったものの、営業収益の増加の範囲内

である前年同期比224億円増の6,867億円。

この結果、営業損益は、前年同期比35億円増の85億円。

四半期純利益は、前年同期比111億円増の312億円と「増収増益」
を達成。

6

セグメント別の営業損益としては、郵便・物流事業は前年同期比11

億円改善の△77億円、金融窓口事業は前年同期比26億円増の
166億円。
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日本郵便 セグメント別決算の概要

科 目 日本郵便 郵便・物流事業 金融窓口事業
前年同期比 前年同期比 前年同期比

営業収益 6,952 ＋ 260 4,374 ＋ 184 3,028 ＋ 82

郵便業務等収益 4,349 ＋ 184 4,374 ＋ 186 － －

郵便窓口業務等収入 － － － － 425 ＋ 7

銀行代理業務手数料 1,560 ＋ 31 － － 1,560 ＋ 31

生命保険代理業務手数料 931 ＋ 16 － － 931 ＋ 16

その他の営業収益 112 ＋ 26 0 △ 2 111 ＋ 26

営業費用 6,867 ＋ 224 4,452 ＋ 172 2,862 ＋ 55

人件費 5,093 ＋ 106 2,850 ＋ 60 2,243 ＋ 45

経費 1,773 ＋ 117 1,601 ＋ 111 619 ＋ 10

営業損益 85 ＋ 35 △ 77 ＋ 11 166 ＋ 26

経常利益 126 ＋ 45

税引前四半期純利益 123 ＋ 49

法人税等合計 △ 189 △ 61

四半期純利益 312 ＋ 111

（再掲）

経常収益 7,014 ＋ 271

（億円）
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4,192 4,166 4,115 4,000 4,042 

679 746 770 834 865 

89 86 93 106 117 
4,960 4,998 4,978 4,940 5,024 

4,071 4,060 4,103 4,190 
4,374 

1,000

2,000

3,000

4,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

11/6期 12/6期 13/6期 14/6期 15/6期
郵便 ゆうメール ゆうパック 営業収益（右軸）

（百万通）

0

（億円）

0

8

総取扱物数は、前年同期比1.7%増。このうち、郵便物は、前年同期比1.0%増。ゆうパック・ゆうメールは、各々10.4%、
3.7％の増加。

＋ 1.7%

＋ 10.4%

＋ 1.0%

＋ 9.9%

△ 0.6%

＋ 8.7%

△ 1.2%

＋ 14.1%

＋ 8.3%

△ 2.8%

＋ 3.1%

△ 3.8%

＋ 3.7%

＋ 0.8% △ 0.4%

注：ゆうパックには、エクスパックを含めている。

△ 0.8%

日本郵便（郵便・物流事業） 物数の推移



Copyright © 2015 JAPAN POST GROUP. All Rights Reserved.

ゆうちょ銀行 第1四半期決算の概要

9

概要当第1四半期の経営成績

2016/3期
第1四半期

2015/3期
第1四半期 増減

業務粗利益 3,791 4,125 △ 333

資金利益 3,553 3,911 △ 358

役務取引等利益 238 222 ＋ 15

その他業務利益 0 △ 9 ＋ 9

経費 ※1 2,675 2,845 △ 170

業務純益 1,116 1,279 △ 162

臨時損益 22 1 ＋ 20

経常利益 1,138 1,281 △ 142

四半期純利益 792 859 △ 67

経常収益 4,827 5,088 △ 261

経常費用 3,688 3,806 △ 118

貯金残高 ※2 1,781,218 1,775,082 ＋ 6,136

金融再生法に基づく
開示債権

－ － －

（億円）

※1 臨時処理分を除く。 ※2 未払利子を除く。

当第1四半期の業務粗利益は、前年同期比333億円減少の
3,791億円。
資金利益は前年同期比で減少、役務取引等利益、その他業務

利益は前年同期比で増加。

経費は、預金保険料率引き下げの影響もあり、前年同期比170
億円減少の2,675億円。

歴史的な低金利が継続する厳しい経営環境下、業務純益は前

年同期比162億円減少の1,116億円、経常利益は前年同期比
142億円減少の1,138億円。

四半期純利益は792億円、前年同期比67億円の減益。

当第1四半期末の貯金残高は、178兆1,218億円（未払利子を
含む貯金残高は179兆4,541億円）。

金融再生法に基づき開示すべき債権はない。
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第1四半期

16/3期
第1四半期

0

ゆうちょ銀行 貯金残高の推移

10

（兆円）

当第1四半期末の貯金残高は178.1兆円（前期末比＋0.4兆円、前第1四半期末比＋0.6兆円）。

注 : 未払利子を含んでいない。また、2007/9期は日本郵政公社の残高であり、民営化以降取扱う貯金を一部変更している。
注 : 小数第2位以下の端数は切捨て。
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ゆうちょ銀行 運用資産の内訳

11

（億円）

運用資産は、国債等の有価証券が154.7兆円、貸出金が2.7兆円。

区分
16/3期
第1四半期

構成比
（%） 15/3期 構成比

（%）

貸出金 27,164 1.3 27,839 1.3

有価証券 1,547,139 74.9 1,561,697 75.8

国債 1,016,439 49.2 1,067,670 51.8

地方債 54,177 2.6 55,251 2.6

短期社債 2,139 0.1 2,269 0.1

社債 103,860 5.0 107,560 5.2

株式 9 0.0 9 0.0

その他の証券※1 370,513 17.9 328,936 15.9

金銭の信託 36,232 1.7 34,916 1.6

預け金・短期運用
資産等※2

454,582 22.0 434,199 21.0

運用資産合計 2,065,119 100.0 2,058,654 100.0

※1 「その他の証券」は外国証券。
※2 「預け金・短期運用資産等」は譲渡性預け金、日銀預け金、コールローン、債券貸借取引

支払保証金等。

短期社債

2,139億円
0.1%

社債
10兆3,860億円
5.0%

株式

9億円
0.0%

その他の証券

37兆513億円
17.9%

金銭の信託

3兆6,232億円
1.7%

貸出金

2兆7,164億円
1.3%

預け金・短期運用資産等
45兆4,582億円
22.0%

国債

101兆6,439億円
49.2%

運用資産合計

206兆円

地方債
5兆4,177億円
2.6%
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かんぽ生命 第1四半期決算の概要

12

当第1四半期の経営成績 概要

2016/3期
第1四半期

2015/3期
第1四半期 増減

経常収益 24,731 25,927 △ 1,195

経常費用 23,655 24,619 △ 964 

経常利益 1,076 1,307 △ 231

四半期純利益 232 253 △ 20

基礎利益 1,130 1,322 △ 192

危険差益 796 905 △ 109 

費差益 204 322 △ 118 

利差益 129 94 ＋ 35 

個人保険 新契約 57 62 △ 4

2016/3期
第1四半期 2015/3期 増減

保有契約（簡易生命保
険の保険契約を含む。）

3,315 3,348 △ 33 

（億円）

（万件）

注1: 「簡易生命保険の保険契約」は、独立行政法人郵便貯金・簡易生命保険管理機構から受再している簡易生命保険の保険契約をいう。
注2: 万件未満の契約件数は切捨て。

日本郵便との連携強化により養老保険等の件数は増加したが、学

資保険「はじめのかんぽ」が発売から1年経過し、販売当初に比べ
て件数が減少したことにより、個人保険の新契約件数は、57万件
（前年同期比△4万件）。なお、新契約に係る年換算保険料は、
1,194億円（前年同期比+24億円）を確保。

また、保有契約（簡易生命保険の保険契約を含む。）は、前期末

比33万件減の3,315万件。

基礎利益については、保有契約の減少に伴う費差益の減少等によ

り、前期比192億円減の1,130億円。

経常利益は、前期比231億円減の1,076億円。経常利益に特別損
益を加減し、契約者配当準備金繰入額及び法人税等を差し引いた

四半期純利益は、前期比20億円減の232億円。

危険準備金及び価格変動準備金を合計した内部留保額は、

3兆1,997億円。

健全性の指標であるソルベンシー・マージン比率は、1,591.2%と
引き続き高い健全性を維持。
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かんぽ生命 保険契約の状況

日本郵便との連携強化により養老保険等の件数は増加したが、学資保険「はじめのかんぽ」が発売から1年経過し、販売
当初に比べて件数が減少したことにより、個人保険の新契約件数は、57万件（前期比△4万件）。保有契約（簡易生命保
険の保険契約を含む。）は、前期末比33万件減の3,315万件。

かんぽ生命 新契約の状況（個人保険） 保有契約の状況（保険）

（万件） （万件）

注 : 万件未満は切捨て。

5,517 

3,101 2,693 2,319 1,994 1,917 

801 
987 

1,166 1,353 1,397 

5,517

3,903 
3,680 3,486 3,348 3,315 
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簡易生命保険 かんぽ生命保険
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かんぽ生命 資産の運用状況

14

運用資産は、国債を中心とした有価証券が66.9兆円、貸付金が9.9兆円等。

区分
16/3期
第1四半期

構成比
（%） 15/3期 構成比

（%）

貸付金 99,492 11.8 99,773 11.8

有価証券 669,679 79.2 662,772 78.1

国債 478,725 56.6 480,864 56.6

地方債 95,143 11.3 95,558 11.3

社債 63,740 7.5 66,524 7.8

株式 9 0.0 9 0.0

外国証券 31,558 3.7 19,814 2.3

その他の
証券

500 0.1 － －

金銭の信託 16,154 1.9 14,349 1.7

その他 60,087 7.1 72,224 8.5

総資産 845,413 100.0 849,119 100.0

（億円）

資産合計

84兆円

国債

47兆8,725億円
56.6%

地方債

9兆5,143億円
11.3%

社債

6兆3,740億円
7.5%株式

9億円
0.0%

外国証券

3兆1,558億円
3.7%

その他

6兆87億円
7.1%

貸付金

9兆9,492億円
11.8%

金銭の信託

1兆6,154億円
1.9%

その他の証券

500億円
0.1%


